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常
任
委
員
会
審
査総

務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

南
相
馬
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
市
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
制
定

質　

疑　

産
業
集
積
区
域
55
ヵ
所

を
決
定
し
た
経
過
は
。

答　

弁　

下
太
田
の
工
業
団
地
の

よ
う
な
現
存
す
る
工
業
団
地
を
選

び
、
商
工
労
政
課
が
決
定
し
た
。

質　

疑　

対
象
と
な
る
業
種
に
つ

い
て
、
７
業
種
と
な
っ
て
い
る
が

な
ぜ
か
。

答　

弁　

全
国
222
自
治
体
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
産
業

を
集
積
し
て
雇
用
の
拡
大
、
産
業
の

発
展
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
が
決
め
た
業
種
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
原
子
力
災
害
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
市
税
の
減
免
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

質　

疑　

市
税
の
減
免
に
つ
い
て

は
理
解
す
る
が
、
そ
の
母
体
と
な

る
土
地
の
評
価
が
相
当
下
が
っ
て

い
る
と
思
う
。
そ
の
事
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

答　

弁　

平
成
24
年
が
評
価
替
え

の
年
度
で
あ
っ
た
が
、
評
価
替
え

を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
避

難
地
区
と
い
う
事
で
国
の
地
価
公

示
、
あ
る
い
は
県
の
地
価
調
査
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
内
容

的
に
は
ま
だ
精
査
で
き
て
い
な
い
。

質　

疑　

固
定
資
産
の
所
有
者

と
し
て
は
、
原
発
事
故
で
評
価
が

下
落
し
た
分
を
請
求
す
る
考
え
も

持
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
こ
の
評

価
額
で
税
を
か
け
る
こ
と
自
体
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

固
定
資
産
の
評
価
額
は
、
国
保
に

も
影
響
す
る
た
め
、
税
の
体
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
総
体
的
な
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　

弁　

現
状
で
は
土
地
所
有
者

に
は
高
齢
者
が
多
い
。
そ
の
方
々

が
単
身
で
、
そ
の
土
地
を
利
用
し

な
い
生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
国

保
税
の
資
産
割
は
大
変
過
重
に
な

る
。
税
負
担
を
考
え
る
上
で
は
、

今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
土

地
の
評
価
は
27
年
度
が
評
価
替
え

の
年
と
な
り
、
そ
の
段
階
で
見
直

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算

質　

疑　

歳
入
中
、
東
日
本
大
震

災
復
興
交
付
金
繰
入
金
の
補
正
後

の
額
が
134
億
円
と
膨
大
な
金
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の
内

訳
は
。

答　

弁　

主
な
も
の
は
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
で
91
億
円
、
災
害

公
営
住
宅
整
備
事
業
で
32
億
円
な

ど
で
あ
る
。

質　

疑　

市
税
が
当
初
予
算
額
の

46
億
円
か
ら
56
億
円
に
伸
び
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

弁　

こ
れ
は
９
月
補
正
時
に

課
税
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
増

額
補
正
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
総

務
大
臣
配
分
に
よ
る
火
力
発
電
所
の

償
却
資
産
分
で
、
当
初
見
込
み
よ
り

７
億
円
程
度
多
く
な
っ
た
。

質　

疑　

今
回
の
震
災
を
受
け

て
、
市
税
を
は
じ
め
自
主
財
源
に

お
い
て
厳
し
い
財
政
環
境
に
な
る
。

今
は
国
の
交
付
金
や
県
の
支
出
金

で
補
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
動
向

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

弁　

市
税
関
係
に
つ
い
て

は
、
今
般
原
子
力
災
害
に
伴
い
地

方
税
法
に
よ
り
一
部
減
免
、
課
税

免
除
等
の
措
置
が
な
さ
れ
、
一
方

で
そ
の
減
収
分
に
つ
い
て
復
興
特

別
交
付
金
で
補
て
ん
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
３
年
程

度
は
続
く
と
見
て
い
る
が
、
そ
れ

以
降
に
つ
い
て
は
全
く
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
。

　

基
本
的
に
税
収
関
係
で
は
地
方

交
付
税
制
度
の
中
で
、
減
収
分
の

75
％
は
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組
で
あ

る
。
残
り
25
％
は
３
年
後
以
降
の

税
収
見
通
し
等
を
勘
案
し
財
政
計

画
を
想
定
し
、
枠
組
を
決
め
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
合
併
時
の

個
別
算
定
か
ら
一
括
算
定
に
な
る

こ
と
に
よ
る
減
収
も
見
込
ま
れ

る
。
人
口
減
少
に
伴
う
行
政
需
要

等
の
整
理
等
も
含
め
、
今
後
財
政

想
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質　

疑　

歳
出
中
、
原
子
力
災
害

対
策
費
に
つ
い
て
、
気
象
ロ
ボ
ッ

ト
５
台
設
置
と
あ
る
が
、
原
発
事

故
に
備
え
る
た
め
の
気
象
ロ
ボ
ッ

ト
設
置
で
は
、
整
合
性
が
取
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

気
象
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
原
発
事
故
に
備
え
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
不
安
を
解

消
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
事
業
は
補
助
事
業
で
予
算
に
上

限
が
あ
る
。
そ
の
範
囲
内
で
設
置

す
る
も
の
で
あ
り
、
県
の
考
え
で

は
気
象
ロ
ボ
ッ
ト
は
１
台
と
し
て

い
る
が
、
予
算
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
増
設
も
可
と
の
こ
と
か
ら
本
市

で
は
、
海
側
、
山
際
、
街
中
に
計

５
台
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

質　

疑　

繰
越
明
許
費
補
正
に
つ

い
て
、
上
真
野
小
学
校
の
耐
震
改

修
、
生
涯
学
習
施
設
の
災
害
復
旧

と
の
こ
と
だ
が
、
完
成
目
標
は
い

つ
か
。

答　

弁　

上
真
野
小
学
校
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
、
平
成
26
年
３
月

を
見
込
ん
で
い
る
。
生
涯
学
習
施
設

に
つ
い
て
は
、
浮
舟
文
化
会
館
と
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
か
か
る
も
の
だ

が
、
浮
舟
文
化
会
館
が
25
年
６
月
、

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
が
25
年
８
月
の

完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。被災した浮舟文化会館

左上：ウェブカメラ　　ウェブカメラからの景色（想定）
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常
任
委
員
会
審
査

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

南
相
馬
市
労
働
福
祉
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

以
前
よ
り
も
、
条
件
が

悪
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

答　

弁　

こ
れ
ま
で
午
前
、
午
後

と
分
け
た
よ
う
な
使
用
状
況
で

あ
っ
た
が
、
今
回
１
時
間
単
位
の

利
用
料
金
に
見
直
し
を
図
っ
た
。

質　

疑　

１
時
間
当
た
り
270
円

で
、
午
前
中
３
時
間
借
り
る
と
、

前
の
料
金
よ
り
高
く
な
る
が
割
高

に
な
ら
な
い
か
。

答　

弁　

利
用
し
て
い
る
団
体
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

利
用
し
て
い
る
団
体
は
、
主
に
１

時
間
半
か
ら
２
時
間
で
利
用
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
70
％
か
ら
80
％

近
く
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
料
金
体

系
で
管
理
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

今
後
、
生
涯
学
習
施
設
の
全
面
的

な
料
金
改
定
を
、
平
成
25
年
に
予

定
し
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計
補

正
予
算

質　

疑　

移
転
促
進
区
域
等
土
地

権
利
等
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
市

内
に
様
々
な
土
地
が
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
線
引
き
を
し

て
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
の
か
。

答　

弁　

調
査
範
囲
は
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
や
、
そ
の
他
の

復
興
事
業
、
ほ
場
整
備
な
ど
を
含

め
か
な
り
の
広
範
囲
な
面
積
に
な

る
。
そ
の
中
で
復
興
事
業
の
用
地

を
含
ん
で
い
る
災
害
危
険
区
域
の

エ
リ
ア
で
今
回
調
査
を
す
る
。

質　

疑　

復
興
に
携
わ
る
作
業
員

な
ど
の
宿
泊
す
る
復
興
住
宅
施
設

建
設
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
現
在
12
件
で
、
補
助
額
は

５
千
800
万
円
だ
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

答　

弁　

現
在
の
建
設
予
定
は
、

相
談
の
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
協

議
済
み
の
も
の
も
含
め
て
６
件
200

戸
で
あ
る
。
来
年
度
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
同
様
200
戸
と
い
う
こ

と
で
、
１
億
円
の
要
望
を
既
に
国

に
し
て
い
る
。

質　

疑　

災
害
公
営
住
宅
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
鹿
島
地
区
の
構
造

が
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
（
Ｒ
Ｃ
）
の
集
合
住
宅
に
変
更

に
な
っ
た
主
な
理
由
は
。

答　

弁　

木
造
20
戸
、
戸
建
て
と

い
う
計
画
を
し
て
い
た
が
、
申
込

者
が
非
常
に
多
く
、
確
保
で
き
る

用
地
面
積
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、

戸
建
て
を
集
合
住
宅
タ
イ
プ
に
し
、

平
屋
建
て
か
ら
Ｒ
Ｃ
３
階
建
て
に

変
更
し
て
、
希
望
世
帯
が
全
て
入

居
で
き
る
よ
う
変
更
し
た
。

質　

疑　

鹿
島
の
西
川
原
地
区

は
、
計
画
戸
数
30
戸
に
対
し
て
、

希
望
数
が
35
戸
と
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
が
対
応
は
。

答　

弁　

新
規
候
補
地
を
現
在
探

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
候
補
地
の

地
権
者
と
用
地
交
渉
中
で
、
新
た

に
30
戸
を
増
設
し
て
、
そ
の
分
を

吸
収
す
る
。
但
し
、
全
体
的
に
は

350
戸
で
変
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の

分
は
原
町
区
と
小
高
区
の
中
で
調

整
し
た
い
。

質　

疑　

世
帯
構
成
と
高
齢
者
の

ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
２
人

暮
ら
し
の
把
握
は
。

答　

弁　

入
居
を
希
望
す
る
世
帯

構
成
は
、
１
人
世
帯
が
35
世
帯
、

２
人
世
帯
が
66
世
帯
、
３
人
世
帯

が
53
世
帯
、４
人
世
帯
が
25
世
帯
、

５
人
世
帯
が
14
世
帯
、
６
人
世
帯

が
４
世
帯
、
７
人
世
帯
が
７
世
帯

で
合
計
204
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
回
目
の
説
明
を
今
後
考
え
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
年
齢
に

つ
い
て
、
例
え
ば
単
身
で
あ
れ
ば

何
歳
な
の
か
、
ク
ロ
ス
集
計
を
今

後
し
て
い
く
。

質　

疑　

地
方
特
定
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
押

地
区
の
道
路

改
良
工
事
は
。

答　

弁　

県
の
ほ
場
整
備
事
業
と

の
同
時
施
行
の
工
事
箇
所
で
、
ほ

場
整
備
が
平
成
24
年
度
に
実
施
さ

れ
る
た
め
、
道
路
事
業
に
つ
い
て

も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
距
離

は
、
延
長
980
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

質　

疑　

今
回
の
増
額
補
正
は
、

使
用
し
て
い
る
骨
材
の
変
更
に
よ

る
も
の
だ
が
、
そ
の
他
事
業
へ
の

影
響
や
、
材
料
そ
の
も
の
の
需
給

状
況
は
。

答　

弁　

今
ま
で
骨
材
は
、
再
生

骨
材
を
使
用
し
て
き
た
が
、
そ
の

工
事
件
数
の
減
少
と
放
射
線
等
の

問
題
で
再
生
骨
材
の
入
手
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

バ
ー
ジ
ン
骨
材
に
つ
い
て
も
、
か

な
り
需
要
が
増
え
て
お
り
、
生
コ

ン
類
、
土
砂
類
に
つ
い
て
も
単
価

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
県
事
業
等
の
発
注
が
増
え
れ

ば
、
な
お
逼
迫
す
る
と
危
惧
し
て

い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
取
得

質　

疑　

大
規
模
買
取
り
に
合
致

す
る
の
か
。

答　

弁　

大
規
模
に
合
致
し
て
お

り
鑑
定
評
価
が
出
て
い
る
。
単
純

に
計
算
す
る
と
４
億
何
千
万
と
い

う
数
字
に
な
る
が
、
デ
ル
モ
ン
テ

側
か
ら
、
こ
れ
ま
で
南
相
馬
市
に

お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
復
旧
復
興
に
寄
与
し
た
く
全

体
で
２
億
５
千
万
円
以
内
で
売
却

を
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ

た
。鑑
定
評
価
よ
り
安
い
価
格
で
、

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
６
千
円

で
取
引
を
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
非
常
に
低
い
金
額
で
取
引
を

す
る
内
容
と
な
り
、
鑑
定
評
価
は

し
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
か
な
い
買

収
と
な
っ
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
取
得

質　

疑　

日
立
建
機
が
、
以
前
に

取
得
す
る
際
に
か
か
っ
た
費
用
は
。

答　

弁　

日
立
建
機
が
日
立
製
作

所
か
ら
こ
の
用
地
を
購
入
し
て
い

る
が
、費
用
は
約
20
億
円
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。市が取得する下太田工業団地




